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会社情報�

TOEX（東洋エクステリア株式会社）は事

業領域を商品開発と営業に特化し、生産

及び物流部門は住生活グループの事業会

社であるトステムが担当しています｡2005

年以降上記事業分野の変更を予定してい

ますが、今回のご報告は開発、営業、管理

部門に限定したものになっております｡今

回が第1回の発行であり、取組みを開始し

てからの日も浅いことからデータ的には

不十分な部分が多いと思われます｡読者

の皆様の声を反映させながら今後継続し

て発行していく予定です｡�

CONTENTS

2004年度版環境への取り組み�
編集方針�



2

「TOEXはエクステリアを通じて自然とのふれあいを提案する自

然浴を理念に心豊かな生活環境創りに貢献します」これは2004

年2月に定めたＴＯＥＸの新しい企業理念です。私たちTOEXは

環境に配慮し自然と触れ合うエクステリア商品を提案しています｡

毎日の生活の中で自宅の庭の限られたスペースの中で自然との

ふれあいを提案する「自然浴商品」を通して、少しでも私たちを取

り巻く自然環境を考えることに役立てればと考えております｡�

企業活動による環境負荷を低減するため私たちは全社環境マネ

ジメントシステムの構築を行い、2003年8月にTOEX全事業所で

ISO14001の認証を取得しました｡具体的な活動としては地球温

暖化防止を目的としてその原因であるCO2の排出量削減のため

に電気使用量の削減、ガソリン使用量の削減に取組み、どちらも

基本的なことですが全社で展開した結果大きな成果をあげること

ができました。また廃棄物の削減と管理は企業の社会的な責任で

あることを認識し、再資源化率の向上と再資源化できなかった廃

棄物の管理に取り組みました。年間の活動を通して社員の意識

がアップし、会社としての組織的な取組みと相乗効果を得ることが

できました｡グリーン調達グリーン購入については、TOEXはグリー

ン購入が中心になりますが継続して取り組むことで効果をあげて

います。今後も現場中心で考え各部門ごとに環境貢献できるテー

マを掲げ取り組んでいく予定です。�

今後もＴＯＥＸは、自然とのふれあいを提案する商品を提案し、日々

の生活の中で自然との触れあいを増やすことを通して自然環境

保護への道筋を開いていきたいと考えております｡�

�

ごあいさつ�

取締役社長�



2003年度のEMS活動を振り返ると、2003年8月にＩＳＯ14001を全社一括取得い
たしました。その準備過程で社員のエネルギーがＩＳＯ14001認証取得に集中し、社員
の環境への取り組み意識を統一することでは大きな力になりました。一方取り組み内容
は、画一的な活動に限定され、広がりに欠ける面がありました。今期からは部門毎に仕
事と直結した活動テーマを取り上げ、より有益な活動を目指していく考えです。�
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環境管理責任者�

上田　彰�

これまでの�
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当社の取り組みの特徴�

事業活動領域�

環境マネジメントシステム推進組織図�

環境委員会�

環境委員会�

EMS事務局�
�

各部門委員会�

各拠点サイト委員会�

2004年4月現在�

TOEXは住生活グループの一員として、エクステリア事業を担当しています｡２００１年からは商品開発、販売に特化し、生産、購

買部門はトステム（株）に移管いたしました｡また物流センター（関東：岡部物流センター、関西：水口物流センター）も同時にトステ

ム（株）に移管いたしました。生産及び物流についてはグループ内のトステム（株）環境報告書データと重複するため割愛し、こ

の報告書では、商品開発に伴う環境負荷、営業活動に伴う環境負荷を取り上げています｡当社の営業部門は住宅エクステリア、

環境エクステリアと分けて事業展開しておりますが環境エクステリアの名称はこの報告書の表題と重複するため、環境（公共）

エクステリアと断って表示しています｡�
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商品開発　　 　生産　　 　販売　　 　物流センター　　  　お客様�

・札幌、東北、
杉並、千葉、
神奈川、長野、
静岡、中京、
関西、岡山、
広島、九州、
南九州の１３
拠点�

拠点サイト�

営業部門�

（総務人事統轄部長）�

（委員長：社長）�

環境管理責任者�
�

社長［最高経営者］�

営業部門�
委員会�

・中央研究所
（駒ヶ根見験
学楽プラザを
含む）�

拠点サイト�

商品部門�

商品部門�
委員会�

・岡部（一部）�
・水口（一部）�

拠点サイト�

業務部門�

業務部門�
委員会�

・本社（一部）�

拠点サイト�

本社拠点�

児玉（一部）�

拠点サイト�

児玉拠点�

拠点�
委員会�



2003環境マネジメントプログラムの実施状況�

ISO14001認証取得�

主な取り組み項目と担当部門は以下のとおりです｡商品部門、営業部門、管理部門の各拠点で取り組みました｡CO2の排出量削

減のため、ガソリン使用量、電気使用量の削減に取り組みました｡削減の実績は主に電気使用量の削減によるものです｡�
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南九州�

九州�

岡山�

広島�

関西�

中京�

水口�

中央研究所�

長野�

静岡�

神奈川�

本社�

杉並�

岡部�

児玉�

東北�

札幌�
認証取得済サイト�

地球温暖化物質・CO2排出量を削減します 全社 �

グリーン購入を推進します 全社 �

廃棄物の再資源化を推進します 全社 �

有害化学物質の使用量を削減します 商品部門 �

商品アセスメントを推進します 商品部門 �

目標 担当部門 達成度�

千葉�



環境コミュニケーション�

環境教育�

2003年エコプロダクツ展に住生活グループ（旧

INAXトステムグループ）として協働出展いたし

ました。グループ全体としてエコロジーでエコノ

ミーな家一軒をご提案し、TOEXはウッドデッキ「樹

の木」、オーニング、屋上緑化による省エネルギー、

省資源のガーデンライフをご提案しました。�
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EMS導入にあたり全事業所で全社員を対象に実施しました｡その後範囲を広げ業

務委託会社の社員の方にも環境基礎教育を受講していただきました。�

自分たちで自分の活動をチェックできる体制を作るため内部環境監査員養成教育を

毎年実施しています。2004年3月末現在全社員の約5％にあたる24人が内部環境監

査員の社内資格を持ち活動しています｡�

新入社員教育、新任監督者教育などの教育の場では、必ずEMS教育の時間をつく

り各階層に応じた内容のEMS教育を実施しています｡社内ではごみ総量の削減の

重要性、産業廃棄物処理の重要性を中心に教育しています｡�

環境に関わるTOEXの取り組みを紹介するWeb

サイト「環境への取り組み」では、TOEXの環境保

全活動について紹介しています｡2004年1月にオー

プンし月間のアクセス数はまだ800件ですが、今後

より多くの方にご覧いただける内容に更新しつづ

けていきます｡ �

EMS（環境マネジメントシステム）スタートにあたり環境教育を積極的に進めています。�

●エコプロダクツ展に出展�

●ホームページによる情報発信�

●基礎教育�

●専門教育�

●内部環境監査員教育�

http://www.toex.co.jp/iso/top.htm
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エクステリア総合企業としてのＴＯＥＸは門扉フェンスに代表される住宅エクステリア商品、
街づくりに貢献する環境（公共）エクステリア商品、また自然とのふれあいを提案する商品
として「自然浴」の新商品開発を行いより多様な生活シーンに対応できるようつとめてお
ります。昨年度は新規開発商品の開発各ステップでの環境影響チェック、「つくる」「つかう」
「もどす」各場面での環境貢献を考えた商品の開発に注力しました。今後とも良き企業市
民として、社会貢献と地域環境保護に積極的に取り組んでまいりたいと考えております。�

商品部門委員長�

宮永　靖隆�

環
境
配
慮
型
商
品
の
開
発�

エコ商品への�
取り組み�



エクステリア専門研究所�

環境とエクステリアの関係�

長野県宮田村にあるTOEX中央研究所は、天竜川の流れる伊那

谷の中腹に位置しています。豊かな自然をそのまま残した敷地内

に、商品開発施設、商品試験施設、宿泊可能な研修施設、住宅

用商品、環境（公共）用商品の展示施設が点在し、自然浴の名

前にふさわしい研究所で、研究開発を行っています｡�

住宅自然浴エクステリア、環境（公共用）エクステリアとも当社の企業理念

である「自然とのふれあいを提案する」を基本に、「つくる」「つかう」「もど

す」の各ステップでの環境配慮を考慮した商品開発を進めています｡エク

ステリア商品という使用年数の長い商品であることを考慮し、メンテナンス

フリー、耐久性、ソーラー電源など「つかう」場面での環境負荷を低減した

商品の開発を進めております｡�

住まいと庭から、街へ、地球へと広がるエクステリアの世界。�

TOEXは、エクステリアを通じて、自然と共生する、人にやさしい環境づくりに取り組んでいます。�
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公共向け�
商品�

個人向け�
商品�

誰もが・安心して・心地よい社会生活を営めるよう
に、エコロジーの他、ユニバーサルデザイン･セキ
ュリティー・リラクゼーションなど、さまざまなテー
マに積極的に取り組んでいます。私たちの商品が、
自然と人と街とをつないで、快適な環境を創るこ
とをめざしています。�

環境エクステリア�

●中央研究所�

●環境配慮型商品の開発�

日々の暮らしに自然の恵みを取り入れて、“健康”
と“くつろぎ”のある暮らしを楽しむ･･･。それが自
然浴生活です。庭や屋上、ベランダで一年中快適
に「自然浴」が楽しめるエクステリア空間を作りだ
すため、より環境負荷のすくないエクステリア商品
の開発を行っています。�

住宅・自然浴エクステリア�

商品開発の取り組み�
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開発者の�

声�

季節や天候に合わせたパネル
カーテンの開閉で、いつでも快
適なエコライフを。自然の恵み
をとりいれて、家族の健康とく
つろぎをかなえる“自然浴の暮
らし”が楽しめます。�

太陽の熱線の進入を防いで、室温の上昇を抑
え、エアコン効率をアップ。断熱性能の向上
で室内を快適にし、冷房費の節約に貢献します。�

オーニングは、強い陽射しを遮りながら

も自然な風の流れはそのままに、自然と

の共生を求めるライフスタイルを演出す

る、軽快で環境に優しい省エネ型エクス

テリア製品です。�

また、リビングに差し込む夏の暑い陽射

から室温の上昇を抑え冷房効果を高め

つつも、庭との視界を妨げず景観を考慮

した快適空間を作り上げる、機能とデザ

インが両立した新しいアイテムです。�

�

商
品
本
部 �

土
橋 

秀
樹�

ガーデンルーム�
エクシオール�

オーニング�

ガーデンハット�

環境配慮型商品のマトリックス�

住宅・自然浴エクステリア�

個人向け商品�

●ガーデンハット�

限りなくクリーンで安全、しかも無尽蔵

のソーラーエネルギーの有効利用に着

目し、2000年春より『陽動シリーズ』と

して跳ね上げ式門扉、伸縮門扉、引戸、

オーニングを発売。さらに2004年春に

は、蓄電部にニッカドや鉛蓄電池などの

有害な重金属を含まない、電気二重層コ

ンデンサ（キャパシタ）を採用した『タッ

チ＆ノータッチキー門扉』や『ソーラー

マーカー・タイル』を発売。長寿命、全天

候対応、クリーン、簡易施工なソーラー

応用商品に取り組んでいます。�

商
品
本
部 �

井
出 

眞
治  

●ソーラー仕様商品�

ソーラーパネルで受け止めた太陽の光を、電気に変換し
てバッテリーに蓄電して利用します。コンパクトで長寿命、
ランニングコストがゼロ、環境を汚さないクリーンなエネ
ルギーです。バッテリーパックはリサイクルできます。�

電源は太陽エネルギー�

ソーラー仕様商品�

蛍光灯・白熱灯と同等の明るさが、約10分の1
の消費電力でえられます。長寿命で、電球交換
に必要なコストを大幅に削減できます。�

高輝度・高効率・長寿命の�
発光ダイオード照明。�

LED照明�
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支柱にゴミ焼却灰を無害化し再資源化した結晶質スラグ骨材と、墓石
用石材の廃材をリサイクルした稲田みかげ骨材を使用しています。�

支柱に「結晶質スラグ骨材」を採用、�
環境にやさしいリサイクル景観材。�

ユニットレール4型擬石タイプ�

自然や人体に有害な薬品は一切使って
いない、環境にやさしい製品です。�
水による腐食や紫外線による劣化がほ
とんどありません。�

再生材を利用した、�
環境にやさしい公園資材。�
プラスチック製擬木�
「エコロウッド」�

メンテナンスが簡単で、卓越した耐
候性を発揮。長持ちして資源を節約
します。芯材には、廃プラスチックの
リサイクル材を使用しています。�

人工木材＋アルミ複合材の�
歩行者自転車用冊。�
楽樹Jシリーズ�

環境エクステリア�

公共向け商品�

日中の太陽光を電気に
変換して蓄電、夜間にさ
まざまな公共施設の照明
や歩行者の視認性を高
めるために利用します。
屋外施設に適した長寿命
で、メンテナンスのしや
すい製品です。�

太陽光で創った電気を、夜間の光源に利用。�
環境エクステリアの�
ソーラー仕様商品�

開発者の�

声�

環境負荷低減�

廃木粉比率50ｗｔ％以上までにあげ、か

つコア部に工場廃プラを再活用した人

工木材です。エクステリアにおける木材

の欠点であった耐候性や耐朽性・干割れ・

変形等の問題を改善し、メンテナンスフ

リーと天然木のもつやさしさの両立を実

現しました。表面は研磨することにより、

木質感をより一層高めております。�

�

商
品
本
部�

遠
藤 

正
史�

●楽樹Jシリーズ�

この商品を開発した当時は正直なところ

地球環境配慮を強く意識した開発テーマ

化という気運はあまり強くありませんでした。�

ただし、エコ・リサイクルに関連した商品

は環境エクステリア事業の柱である官公

庁の分野からは強く要望されていました。�

当社の主力商品であるアルミ、ステンレス、

スチールといった金属製品に加え非金属

製品の商品投入計画のなかにコンクリー

ト擬石商品の開発があり協力企業と協働

開発を進める過程でゴミの焼却灰をスラ

グ化する技術を持った企業とめぐり合い、

その有効活用ということですでに商品化

されていたユニットレール4型のバリエー

ションとして立ち上げました。�

�

商
品
本
部�

青
木 

博  

●ユニットレール4型擬石タイプ�
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営業部門は13拠点有り、TOEX社内で一番多い拠点を持っています。今年度は営業部
門独自の目標は持たず、拠点共通の目標に取り組みました。全社で排出するCO2の50
％以上がガソリンの消費によるものですが、その殆どは営業車の使用するものです。営
業活動による走行距離に比例してガソリン使用量は増加しますが、その中でもアイドリ
ングストップ、燃費の良い営業車への計画的な交換など地道な活動でガソリン使用量の
削減に努めました。今年度もより効率化に努めます。�

営業部門委員長�

水野　行敏�

環境負荷低減�
に向けての�
取り組み�

環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
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営業用車両の排気ガス対策�

商品試験時に使用する有害化学物質の削減�

営業用車両の排気ガス対策として、アイドリングストップ運動の徹底、法定速度の尊

守を各営業拠点単位で進めています。また営業用車両の、低公害車、低排気ガス

車への入れ替えを積極的に進めており、現在は全車両の41％が対策済みです。�

今後も入れ替えを進め、3年後には全車両が対策車になる予定です。�

12

車両数�

低公害車�

排気ガス対策車�

その他�

232

4

92

136

CO2の削減�

総排出量は2,713ton（2002年度対比89.7

％）に削減いたしました。�

電気使用量の削減効果が大きく、これは

日常の削減努力と、瀬戸内見験学楽プラ

ザ（研修センター）閉鎖による影響です。�

なお事業分野が大きく変わったため2002

年度以前との比較は行っておりません。�
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■有害化学物質使用量�

117

41

ＴＯＥＸ中央研究所では商品試験使用時の冶具の

洗浄に有機溶剤を使用しています。�

溶剤については保管管理の徹底と使用量を削減す

るため、細かい対策を積み重ねています｡�

現場での取り組み�



研究施設宿泊棟（見験学楽プラザ）の生ごみ再利用�

13

研修宿泊棟では、アメニティー類はフロントにおき必要とされる

お客様だけにご用意しています。�

●研修宿泊棟のアメニティー類は要望に応じてご用意�

リサイクル�

発泡スチロールの使用量は減っており

ますが外部から持ち込まれる発泡スチ

ロール再利用のため、ハイメルツ工法で

発泡スチロールの溶解、リサイクルを進

めています｡�

●発泡スチロールのリサイクル�

生産工程を持っていないため、一般廃

棄物の再資源化に取り組んでいます。

各事業所でのごみの区分を細かく行う

ことを基本に取り組んでいます。�

●廃棄物の再資源化�
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704

315

■廃棄物再資源化�

生ごみ分別�

朝食に提供� コンポスト�

ミニ野菜畑�
に利用�

●食事の残材を出さない試み�

宿泊人数と用意する食事の量をチェックし、夕

食の残材を減らすようにしています。�

ごみの削減と分別を徹底することで、残材の有

機肥料化、コンポストで肥料作り、ミニ野菜畑に

利用、研修宿泊客の朝食にご提供しています｡�



ごみの分別リサイクル�

14

年2回（5月、11月）の児玉工業団地クリーン作戦に合わせて、

事業所周辺道路と事業所前の共栄公園の清掃活動を行っ

ています。�

●児玉拠点の取り組み�●研修宿泊等でのスローライフの取り組み�

毎週1回、始業時間前に

有志が集まって会社周辺

の掃除を行っています。�

●本社拠点の取り組み�

カタログ類の取り組み�

環境負荷低減の総合的取り組み�

当社の商品カタログは古紙配合比率１００％の再生紙を使用

し、印刷インキはアロマフリー型大豆油インキを使用しています｡

表面加工は油性OPニス（アロマフリー型大豆油インキ）を使

用しています。今期は製版のCTP化に取り組み新規に発生

する部分からCTP化を進めています｡�

グリーン購入の推進�

中央研究所に併設された研修宿泊棟では、春から秋にか

けては夕食後のくつろぎの時間、照明を消し宿泊者の方に

スローライフを体験していた

だいています。冬は囲炉裏

を囲んでの団欒を楽しんで

いただきます。�

朝は客室のエクシオールで

朝日を浴びながら贅沢な時

間を過ごすことができます。�

�

全社の目標として「グリー

ン購入の推進」を掲げ、

環境にやさしい商品を

購入するため各拠点の

担当者が、日々取り組ん

でいます｡�

購入は住生活グループ

のトステムビバ（株）が

すすめるEDIネットを利

用して行っています｡�

全国の各地でごみの分別ルールが違うため、他の支店、営

業所からきた社員にもわかりやすいリサイクル基準表を作成

してごみの分別を行っています｡�



自然の中に、�

人の手がちょっとだけ加わる。�

それが、とってもあたたかいやすらぎとくつろぎを生む。�

本社�
〒160-0022　�
東京都新宿区新宿1丁目4番12号　�
03-3354-3211（代表）�
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